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△ 開議 午前１０時００分 

 

○議長（上岡 義茂議員）   

 おはようございます。これから本日の会議を開きます。 

 直ちに本日の日程に入ります。 

 

△ 日程第１ 一般質問 

 

○議長（上岡 義茂議員）   

 日程第１、一般質問を行います。 

 議席番号８番、大澤皓一郎議員の一般質問を許します。 

○８番（大澹 皓一郎議員）   

 きゅーうがめーら、おはようございます。東京で海ほたるを見ました。東京湾ア

クアラインの真ん中辺りにあるパーキングエリアのことで、３６０度海に囲まれた

全長６５０ｍの島です。珍しいロケーションにあり、展望デッキやレストラン、シ

ョッピングができる人工島であり、５階建てで、１階から３階が駐車場、４階、

５階が営業施設、東京湾の美しい景色が見渡せます。 

 それでは、創生天城について。 

 １点目、防災センター施設の件については、修理・点検中で大分日数がかかって

いますが、どういう状況か。現在の防災センターの防災のときの設備をお教えくだ

さい。 

 ２点目、県道８３号線（真瀬名工区）、県道８０号線（伊仙・亀津・徳之島空港

線）早期完成に向けてどのような対策を行っているか。 

 ３点目、「方言」の普及についてどのような対策を行っているか。 

 ４点目、真瀬名１号線の舗装はいつ予定しているのか、お教えください。 

 以上であります。 

○議長（上岡 義茂議員）   

 ただいまの質問に対し、答弁を求めます。 

 森田町長。 

○森田 弘光町長   

 皆さん、おはようございます。 

 それでは、大澤議員のご質問にお答えしてまいります。 

 １項目め、創生天城について、その１、防災センター施設は現時点で役割を果た

せるかということでございます。 
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 お答えいたします。 

 防災センターは、災害等の非常時には避難所として開設し、町民の安心安全の確

保に努めております。また、防災用品として防災食、簡易ベッドなどを備蓄し、在

庫管理を適切に行いながら防災業務に当たっております。 

 また、通常時は、主に生涯学習講座ですとか、各種研修会、イベント会場として

運営をしております。 

 創生天城について、その２項目め、県道８３号線（真瀬名工区）、そして県道

８０号線（伊仙・亀津・徳之島空港線）の早期完成に向けてどのような対策を行っ

ているかということでございます。 

 お答えいたします。 

 県道８３号、伊仙・天城線の真瀬名工区につきましては、現在、鹿児島県がその

用地取得を進め、工事に着手しております。引き続き早期完成に向けて、町として

も協力をしていきたいと考えております。 

 また、県道８０号、伊仙・亀津・徳之島空港線につきましては、真瀬名工区の次

の事業として推進していただけるよう、県のほうへ引き続き強く要望してまいりま

す。また、その事業推進には、地区内にある筆界未定地の解消が必要でありますの

で、その解決に向けても取り組んでまいります。 

 創生天城について、３項目めの「方言」の普及については、教育長のほうからお

答えいたします。 

 創生天城について、その４項目め、真瀬名１号線の舗装はいつ予定しているかと

いうことでございます。 

 お答えいたします。 

 真瀬名１号線につきましては、その舗装面が劣化している現状を把握しておりま

す。集落環境整備事業などを活用し、補修ができるよう努めてまいりたいと考えて

おります。 

 以上、大澤議員のご質問にお答えいたしました。 

○議長（上岡 義茂議員）   

 次に、教育行政についての質問に対し、答弁を求めます。 

○院田 裕一教育長   

 しとぅみぃてぃうがめーら。 

 それでは、大澤議員のご質問にお答えしてまいります。 

 １項目め、創生天城について、その３点目、「方言」の普及についてどのような

対策を行っているかということでございます。 

 お答えいたします。 
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 方言、島口の普及につきましては、大切な島の宝であるものの、だんだん薄れか

けていることに大いに危惧をしております。そのため、私自身、会議の挨拶の際は、

積極的に活用しているところでございます。 

 鹿児島県では、１１月の第３週を鹿児島県方言週間と制定し、方言の広報啓発活

動や伝承活動の働きかけを行っております。 

 また、大島地区文化協会連絡協議会では、２月１８日を方言の日と定め、観光地

や郷土の料理を方言で案内したポスターを作成し、各自治体を通して学校等に配布

しているところでございます。 

 本町におきましては、小学校において昼の音読放送時に方言で挨拶をするなどの

取組を行っているところでございます。 

 また、公民館講座の三味線教室や町民文化祭、徳之島民謡大会、さらには結シア

ター手舞への活動支援などを通して、間接的ではございますが、方言の普及啓発等

に関わっているということでございます。 

 以上でございます。 

○８番（大澹 皓一郎議員）   

 それでは、防災センターの件でございますが、今、この間から可動椅子が調子悪

くて、点検を行っていますけど、なかなか、都会から業者が来てやっておるとか、

そういう話もあるんですけど、ここあたり、担当課は向こうじゃなくて、総務課で

すか、防災設備について、後で聞きますが、そこあたり、ちょっとお聞かせくださ

い。 

○福 健吉郎総務課長   

 お答えいたします。 

 今現在、防災センターの可動椅子のローラーが出し入れする際に、ローラーで回

転して引き出したりしているわけですけれども、そのローラーのほうが、これは毎

年１回点検は行っております。そういった点検作業の中で、毎年少しずつローラー

の破片が落ちたりしてきておりました。経年劣化によるものと思われますけれども、

直近の昨年度の調査では、そのローラー自体が、総数が６０６個ついております。

このうち、１６０個ほどのこの点検の結果、亀裂が入ったり、少し破片が疼がれ落

ちたり、そういった状況にございました。それで、令和７年度、そのローラーの改

修ということで、予算計上いたしまして、今実施しているわけでございます。 

 今現在、６月２日から、工期としては６月３０日までの期間のうちに、東京から

の専門会社でございますが、来ていただいて、そのローラーの取替え作業をしてい

るということでございます。 

 また、設備等ということでございましたが、町長の答弁にもございましたように、
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防災用品として、簡易ベッドですとか、あと簡易トイレ等、そういったもの、あと

毛布とか、そういった担架とか、いろんなものがございます。また、非常食として

の非常用食料と、あと水、こういったものの適量を、ちゃんとしっかりと、何日間

の保存・備蓄が必要かということも計算しまして、それぞれ適量を、今、備蓄・保

管しているところでございます。 

○８番（大澹 皓一郎議員）   

 この間から、私、ずっと、用事で行ったときに、外部の人がおって修理を行って

おる。非常に、修理を早めにするということは、いいことでありまして、またこれ

が非常に難しいということで、都会の業者が来てやっとるようです。大変ですが、

早めの修理をお願いして、利用ができるようにしてもらえばありがたいです。 

 それと、防災センターですので、防災に対する備え、先ほど言われたものなどが

あると思うんですけど、何人ぐらいがそこに避難するのかという思いがありまして、

ちょっと聞きたいですけど、皆さんは何日ぐらい予想、何日分ぐらい備蓄していま

すか。食料は簡単なのとかあると思うんですけど、そういったので結構です。 

○福 健吉郎総務課長   

 お答えいたします。 

 防災センターは、緊急時のときには、人的には１００名ぐらいは避難できるかと

思っております。それがまた長期間になりますと、ちょっと減少するかもしれませ

んけれども、今現在、防災マットとしては、２７７枚とか、あと毛布については

１３８枚とか、災害用の簡易トイレが５００袋とか、そういう形で、それが数日間

続くということも想定しまして、それだけの備蓄はしているところです。 

 また、食料品につきましても、保存食、これ、いろんな種類あります。ご飯であ

ったり、炊き込みご飯であったり、携帯のおにぎりとか、いろんな、あと汁物とか、

そういったものいろいろございますが、総数といたしましては、１万２千３００食

ということでございますので、１週間とか、それぐらいはもつような備蓄はしてい

るところでございます。 

○８番（大澹 皓一郎議員）   

 非常にたくさん、防災食というんですかね、準備しとるということで、初めて聞

きましたんですが、そこのおる人たちは勤務が別なものであまり知らないし、毛布

程度とか、そういうことはちょっと聞いたんですけどね、毛布もありますよと。そ

れと、一番大事な水なんですけど、外にタンクがありますけど、あのタンクで３日

とか２日もつだろうかと僕は思って見とるところですけど、もう少し大きいのが造

れないか、また専門家に聞いて、外にあるタンク、水が一番だと思うんですけど、

どういう考えをしていますか。 
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○福 健吉郎総務課長   

 お答えいたします。 

 防災センターにある貯水槽については４０ｔの貯水槽がございます。その４０ｔ、

飲料にも使えますでしょうし、またトイレとか、そういった水回りにも使われてお

ります。そういう中で４０ｔというのを設置したことにつきましても、しっかりと、

その辺、積算をしながら４０ｔにしたわけでございます。 

 また、飲料水につきましては、ペットボトル、こういったものも備蓄はしている

ところでございますので、今すぐにまたそれを増強するという計画は今のところは

ございません。今のままで対応していくというところでございます。 

○８番（大澹 皓一郎議員）   

 以前は、防災センターができないときは各集落の公民館とか集会所利用しておっ

たんですけど、防災センターができたから町内全部がそこに来るのか、各学校とか

そういうところも、以前はそこに避難したこともありますけど、見に行ったりとか、

私、したことが、台風のとき、調査に、天城小学校まで行ったこともあるんですけ

ど、どういう人たちが来ている、どういう状況なのかというのがありますけど、そ

このところをお願いします。 

○福 健吉郎総務課長   

 お答えいたします。 

 防災センターのみならず、集落の公民館等に避難所として指定してございます。

その中で防災施設整備事業として、今、既に５ヶ所、５集落の公民館等を機能強化

を図ってまいりました。ですので、そういった災害時、その規模にもよるんですけ

れども、その避難所として開設する際には、防災センター、プラス、また集落にあ

る避難所の開設ということもございます。 

 また、集落における避難所にも、二、三日分の防災品、先ほど申し上げました簡

易ベッドですとか、毛布、こういったものも配置してございます。また、当然、食

料品も配置してありますので、そういった集落の避難所においても、二、三日程度

はしっかりと避難できる体制を整えております。 

○８番（大澹 皓一郎議員）   

 もし支障がなければ、今言った集落、食料のある集落、名前は発表はできません

か。 

○祷 清次郎副町長   

 防災対策は重要な課題であると感じております。先ほど、天城町防災センターの

収容人数のことも話題になりましたが、計画的には約３００名ほど収容は可能でご

ざいます。ただ、感染症の発生であるとか、コロナ禍の中で１７０名ほど、台風
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１０号の際には感染症対策を行いながら受け入れた実績もございます。そういった

中で、やはり備蓄品としては、約１週間ほど必要ではないかと考えております。 

 先ほど、議員がご指摘の水については大変重要なものでございますので、既設の

４０ｔの貯水槽、いずれはその強化等も必要ではないかと考えておる次第でござい

ますが、町内に防災センターを含めて１８ヶ所の指定避難所を設けております。各

集落、公民館でございます。令和３年度から順次、避難所強化整備として改修を行

ってきております。与名間集落、松上集落、前野集落、そして瀬滝集落、西阿木名

集落を行ったところで、現在、老人福祉センター、福祉避難所を整備中でございま

すが、この夏にはそちらも工事が完了する見込みでございます。今年につきまして

は、平土野集落と浅間集落を予定しており、次年度、令和８年度には岡前集落、天

城集落、そして全集落を強化する予定でございます。 

 以上です。 

○８番（大澹 皓一郎議員）   

 非常に細かい配慮をされておって、各集落にも指定をして、食料品もあるという

話で、非常に町民も大いに安心したことだと思います。 

 そういったことで、以前、台風のときに、避難しなさい、平土野は天城小学校に

行きなさいということをちょっと聞いたと思うので、どうだろうかと思って、もう

１０年ぐらいになりますかね、ちょっと見てみたら、結構来ておりまして、集落に

も。そういうふうに分散してやると、近いし、安全に行けるし、非常にいいことだ

と思っております。また、食料品もあると聞いて、非常に町民に対する熱い思いが

伝わってきます。こういう台風、災害のとき、困っとるときに、いろいろ手助けを

したり、助けてもらったら、一生心に残りますので、ぜひ、またそこあたり再度点

検をして、充実をしてもらえばありがたいです。本当に、町民の皆様もこれを聞い

て安心したと思っております。 

 そういったことで、水が一番ですけど、各集落はあまり水がないような感じもし

ますので、小さなタンクあたりもできたら、集落、こっちで少し補助をするとか、

集落にもそういうタンクぐらいは備え付けるようにお願いをしていったりすればど

うだろうかと考えておるものですが、まだどこの集落はタンクがあるとか、そうい

うのは、私、まだ調べていないんですけど、いかがでしょうか。 

○祷 清次郎副町長   

 先ほど整備済みの避難所、また実施中、そして今後計画している指定避難所につ

いてご報告いたしましたが、そういった中で水について不足が考えられるようなと

ころは、そういった貯水槽などもこの避難所強化整備事業の中で行っていきたいと

考えております。 
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 また、災害時については、やはり陸上自衛隊奄美警備隊との連携協定を締結して

おりますし、建設業協会、そしてＮＴＴや九電との災害時の連携協定も締結済みで

ございます。そして、各自治体での応援支援協定も締結しておりますが、これから

課題となるのは飲料、食料品、備蓄をしておりますが、仮にこれが不足が考えられ

ることについて、町内のスーパー、ある一定規模の商店との連携協定も今後は考え

ていかなければならないかと思っているところでございます。 

○８番（大澹 皓一郎議員）   

 この質問をした私自身もあまり知らないことが多かったんですけど、各集落の皆

さんも質問を聞いて安心したと思います。最近、大きな災害、台風、大雨等がなく

て、自分の家もなかなか対応し切れない、していないという感じで、防災的な感覚

が薄れてきている感じがします。ぜひ、こういったことも、集落の区長やら、いろ

いろの場所でもちょっと話をしてもらえばありがたいんですが、これは今、こうい

うこともやっているんですかね、集落の区長会とか。 

○福 健吉郎総務課長   

 お答えいたします。 

 防災訓練につきましては、毎年度実施しております。今年、７年度はまだ今これ

からなんですけれども、７年度は年２回ほど、今、考えているところでございます。

本来であれば台風が来る前とか、そういった時期に１回できればいいかなというふ

うにも考えているところでございます。その際、町一斉に集落と連携しながらやる

わけですけれども、その集落においてはいろんなまたオプション、炊き込みの実演

とか、あと消防組合の職員を呼んでのＡＥＤの使い方とか、いろんなことを、今、

取り組んでいただいております。 

 こちらのほうとしても、自主防災組織を強化していきたいという、ちょっと思い

もございますので、そういった意味では、今後、集落とも連携をしながら、より対

処できる自主防災組織の育成、こういったものを図っていければというふうに考え

ております。 

○８番（大澹 皓一郎議員）   

 今、説明を聞きまして、町としての手厚い対策をよくやっておるなと思いました。

ぜひ、またこれからもそういった命に係ることですので、今、天候不順でいろんな

ことが起きています。びっくりするほど日本各国で災害が起きたりしておりますの

で、十分にまた気をつけて、点検をしながら、こういったことも十分に今やってい

るけど、本当に十分以上な、十二分に、町民に理解をさせて参加してもらうように、

本人たちが来ないと何も駄目ですので、自分の家のことをまずやらんといかないし、

家の防災的なことをやらんといかないと思いますが、そこあたり、十分に理解させ
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るようにお願いして、この質問は終わります。 

 次に行きます。 

 ２点目、県道８３号線（真瀬名工区）、県道８０号線（伊仙・亀津・徳之島空港

線）早期完成に向けてどのような対策を行っておるか。町民にこういう号線を言っ

ても分かりませんので、８３号線というと、南西糖業の前からずっと西阿木名、兼

久、瀬滝、西阿木名という線です。８０号線というのは、徳之島町から、こう入っ

てきて、天城のところを通って飛行場に行く。この線の件です。 

 この件、私、もう何度もこの道路のことについては質問をしとるんですけど、何

といっても、建設課長、筆界未定があって、どうもうまくいかないなというところ

があるようですけど、役場主導で解決していきますよと、課長は温かい言葉をかけ

てくれとるんですけど、そこあたり、集落の区長さんやらもおりますし、また親し

い人もおるんじゃないかと思います。その筆界未定の人たちですね。そこあたり、

今、筆界未定になっとるところの解消についてどのような対策を考えていますか。 

○宮山 浩建設課長   

 お答えいたします。 

 県道８０号線、天城地区の筆界未定箇所、今、５ヶ所ほどあります。その筆界の

地番とその登記名義人、亡くなっている場合はそれの管理者、その一覧表、今、先

月まで作成終わりましたので、この議会が終わりまして、きびの管理作業、トライ

アスロン等が終わった頃に、今管理されている皆さんを公民館あたりにお呼びして

来ていただいて、そういう話合いという場を、今年の７月、８月かけてやってみよ

うかなということで、今、話を進めております。 

○８番（大澹 皓一郎議員）   

 非常に、この筆界未定ということで、事業がなかなか進まないということをよく

聞かされるんですけど、今、課長が言った筆界未定ということでちょっと話したの

で、課から３名ぐらいずつ、両方に分けて、８３号線と８０号線、３名ぐらいずつ

課長と課長さんに職員をつけてその人たちを訪問ぐらいせんと、なかなか来ないと

思うんですよ。だから、ここから積極的にやらないと、もうちょっともめとるとこ

ろなんかもあるようだし、そこあたり、私はそう考えるんですけど、１回集めてや

ってもいいんじゃないかと思うんですけど、ぜひ、これやらないと、天城のあそこ

の通りの信号から１００ｍぐらいの道は、なかなか県はやりませんよ。 

 ８３号線は、また西阿木名がずっとのところがありますが、ここあたりも、伊仙

の人からよく友達、同じ議員ですけど、早く解決できないねと、飛行場に行くのに

非常に走りにくいと、特に西阿木名はきびのときなど待たんといかんという話をし

ていますね。ここからきびを積んでいったら、伊仙から来る人は、一時待っとかん
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といかんと、その車が通り過ぎるまで。そういう話も聞こえますので、何とかこの

両方、スタッフを分けて、ここ一、二年、何とかそういう話をできませんでしょう

か。 

○宮山 浩建設課長   

 今、これを全て抱え込んで建設課のほうだけでやるというのは、非常にメンバー

的に難しいところはあると思います。町全体で県道のボトルネック地区、あるいは

筆界未定地区、また、どういう形でそのメンバーを集めて、どういう形でその解決

に導けるのかが少し分からないんですが、いずれにしましても、天城地区につきま

しては、今、議員がおっしゃられるように、個別にまず一度訪問をしてから、今年

の７月、８月で集まっていただいて、話し合う場を見出していきたいと思っており

ます。 

 また、今、最後のほうに言われました西阿木名の件につきましては、非常に過去

からのいきさつで難しい面があると思っております。いろんな方面から解決に向か

って、いろんな方がご助言であったり、行動を起こしていただいてはいるんですが、

まだ学校の手前のボトルネックのほうにつきましては、まだ少し先が見えないかな

と思っております。今、議員が言われる、その集落のさっきのところは、また別の

理由で拡幅ができていないところがありますので、じゃあ、それを役場主導でどう

いうふうにして進められるかということについては、また役場全体で考えていけれ

ばなと思っております。 

○８番（大澹 皓一郎議員）   

 非常に厳しい問題でありまして、なかなか、今言われた建築課あたりでは難しい

し、やっぱりそこの土地を持っている人とちょっと親しい人とか、その地元の人と

か、そういったあらゆる手を使ってやっていかないと、ほかの町から見ると、飛行

場に行くのに非常に不便だという話が聞こえます。特に天城のほうです。それと、

兼久のほうも、天中の前辺りが非常に危険だと言う人もおりますし、西阿木名も、

なかなか、この間も話に行かれたようですけど、厳しいような状況がしますので、

いつまでもああいうふうに置いておくちゅうのはまたどうかと思うし、県のものだ

から県がやるべきとか思っとるかもしれませんが、やっぱり交渉して、気持ちよく

県が工事ができるように話をつけてあげるのも、地域の、我々天城町の住民がやる

べきだと、私はこう思っております。 

 ぜひ、大変なことですけど、そこのそばのその土地の親戚とか、その役場職員も

おるだろうし、そういった方をお願いして、何とか解決策を探るとかいう方法を取

れないものでしょうか。 

○祷 清次郎副町長   
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 県道の天城集落内については前の議会でもお答えしました。先ほど建設課長から

ご報告ありましたように、地主、所有者と現在の管理者等の一覧ができてきました

ので、これを基に私も一緒になって、また先ほど天城以外の箇所についても、その

集落の職員であるとか、また、集落の有志の方々のご協力をいただきながら、問題

解決に向けて取り組んでまいります。 

○８番（大澹 皓一郎議員）   

 課長、一歩前進しとるじゃありませんか。今そういう話を聞いて喜んでおるとこ

ろです。天城のあそこ辺りは、県の土地だけど、県の道路だけど、天城は何しとる

のと、私、直に言われたことがあります、伊仙町の議員からですね。少しずつやっ

ていけば、今、天城の向こうも、副町長が言われたように話をしておるし、天中の

前辺りも、何か、通りにくくなっていますよね。あれも筆界未定のところですか。 

○宮山 浩建設課長   

 天城中学校の正門の前のほうは、今回の真瀬名工区の工事で拡幅ができてきれい

な道になるというふうに、県のほうから聞いております。 

○８番（大澹 皓一郎議員）   

 そういうふうに、だんだんと理解を、道路がよくなっていけば、ここもやらんと

恥ずかしいなという、周りも思ってくるし、周りの人からも言われるし、非常にい

いことだと思っていますので、ぜひ、地域の人とか、先ほど言ったとおり、親戚、

役場におると思うんですので、ぜひ、努力をしてもらえればありがたいです。特に、

天城のほう、特によかったなと思っています。また協力して、みんなで亀津から来

る人たちが気持ちよく来れるように、また、伊仙から来る人も、気持ちよく空港に

来れるように、協力をしてもらえればありがたいです。 

 では、そういうことで、次に行きます。 

 ３項目めの、「方言」の普及についてどのような対策を行っていますかというこ

とですけど、教育長はよく方言で話をしていますけど、昔、私の子供が小学生のと

きですけど、青少年ふるさと大会というのがありました。これは何の大会であるか、

分かる人いますかね。いませんか。我々の年代の方がいないからあれだね、これ、

方言の発表会なんですよ。Ｂ＆Ｇでやっていますけど、町の大会もありまして、町

の大会がこれで、方言を自分でタイトル考えて、いろんなことを発表するわけね、

５分以内に。これは、我々の集落の子供会なんです、このメンバー。南西糖業の端

から上の家のそばまでの人。こんなに子供おったんですけど、非常にですね、今は

１０名もいません。これで、方言で思っておることを発表したり、ふるさと大会、

それをやっておったんです。それで優秀に取った子は、３町の、また大会というの

がありまして、これにも社会教育課、連れて行ったりしておりました。こういった
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ものです。 

 それで、島の方言はすごく言葉が柔らかいし、敬い言葉もあるし、私どももちょ

っと使えない状態になってしまっておるんですが、何とか、今、教育長が大分方言

を使って、みんなの前でいろいろ話しておるんですけど、ぜひ、こういった方言は

柔らかいし、非常に対応のときも非常にソフトでありますので、これがぜひ必要で

はないかなと私は思うんですが、教育長、いかがでしょうか。 

○院田 裕一教育長   

 日本にもたくさんの方言があります。でも、奄美、沖縄の方言は、やはりほかの

方言と全く違った方言で、やはりそれで島口と言われていますけども、本当に、今、

絶滅危惧言語というふうに言われて、本当に危惧をしているところでございますけ

ども。でも、その島口の中には、例えば、「しとぅみぃてぃうがめーら」の「しと

ぅみぃてぃ」というのは、枕草子の中にある「冬はつとめて」、冬は朝早いのがい

いですよというふうな、そういう古語というか昔の言葉も残っているわけです。 

 それで、やはり、これはどうしても、私としては残したい。ただ、今の私たちよ

りも下の年代は、もう方言を話すことはほとんどできない状態というのがあります。

これはやっぱりテレビの普及とか、都会との距離感が物すごく近かったりとか、そ

して昔は一時期、学校では方言を使うなとか、そういうふうな、誤ったとは変です

けども、もちろんここまで島口がなくなるということは、その頃の先輩方は思って

いなかったと思いますけれども、そういう意味で、とにかく私たちよりも下の年代

は話すことはほとんどできないんですけども、聞くことは、これからの努力次第で

どんどん私はできるんじゃないのかなと思っております。それで、やっぱり繰り返

し繰り返し、先輩方が、今使える方々がどんどん使っていく、意図的に使う、そう

いうことをやっぱり繰り返すことが一番大切なことなのかなと思っております。 

 それで私としても、学校の先生方にも、今なかなか使えない方もほとんどです。

でも、やはり地域の方との、地域人材を活用した、そういういろんな取組の中で島

口に触れさせる。そういうことがすごく大切なことだと思っております。どうにか

して残せることができたら残したいなというのが私の心情でございます。 

 以上です。 

○８番（大澹 皓一郎議員）   

 残せるんだったら残したい。方言はすごい敬い言葉があって、私らの年代でも、

なかなか敬い言葉というのは使えない現状なんですよね。だからぜひ、こういった

ことも子供たち、家では子供に話しておったんですけど、最近は子供もいないし、

周りの子供に言っても全く何も反応がない。えっと言うぐらい反応がないんですよ。

だから、方言の優しさというのを伝えていく方法を考えていかんといかんと思いま
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す。以前はこういうのがあって、大会があるからみんなで応援をしたりやっておっ

たんですが、ぜひ、何かそういったのでももう一度考えられないかどうか、お願い

します。 

○中 秀樹社会教育課長   

 お答えいたします。 

 先ほど議員のほうから写真の提供がありました青少年ふるさと大会については、

以前もこの議場で議論いたしましたので、ちょっとデータのほうを、昔のやつの

データがあって、平成１４年とか１５年、１６年度、Ｂ＆Ｇ海洋センターを会場に

行われておりました。主催的には天城町子ども会育成連絡協議会というのがござい

ます。それについても１４集落の子ども会の育成協議会で会長さんもいらっしゃい

ます。その中で、年間、研修会を３回から４回程度、会長さんが集まっての研修会

を社会教育課が音頭を取って行っております。 

 その青少年ふるさと大会と、また変わったイベント等ができるかどうかは定かで

はございませんが、その会長さんのご意見等も伺って、これに近いような催物をす

ることによって、方言の普及、推進、地域文化の保存や伝承に大変重要な言葉にな

っておりますので、それをまた子供たちに伝えるというのも教育行政の一環になっ

ておりますので、検討させていただきたいと考えております。 

○８番（大澹 皓一郎議員）   

 島口がなかなか使えない状態、我々ここにおる人もなかなか使えない状態、また

使わないし、非常に今、離れていく状態であります。非常に残念ですが、なるべく

家のほうでは島口を使ったり、いろいろな団体がありますね、社会教育課。そこあ

たりで教育長が使っているような挨拶ぐらいは、ちゃんと島口でゆっくり話すとか

してもらえば、子供たちも覚えていくと思います。これもそういった意味で始めた

と思うんですよね。以前は子供もいっぱいおりまして、こんなに１地区単位で、子

ども会で、このふるさと大会、これ、うちの真瀬名・東郷だけの子ども会ですけど

ね。たまたま写真がありまして、持ってきました。 

 ぜひ、呼びかけて、各団体がありますよね、こういったのも大会じゃなくても子

ども会の方言の教室でも、公民館でやる、これでもできるんじゃないかと思うんで

すが、いかがでしょうか。 

○院田 裕一教育長   

 青少年大会は、徳之島町、伊仙町では２月１８日前後に、形は違うかもしれませ

んけども、やっているということで新聞記事でも聞いております。私も徳之島町と

伊仙町で校長もさせてもらっていましたので、例えば子供が、川柳を標準語で作っ

てくるわけですよね。それを島口に直してほしいと。それはあります。それを、じ
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いちゃんやばあちゃんに聞いてもらって、じいちゃん、ばあちゃんも分からないか

ら、島口が分かる校長先生に持ってきたんですよとか言って。いや、私の方言は瀬

滝口だからねとか言って。それでも作っとるんですけども。そういうのもあるよう

です。 

 それで今、中学校でも、今年、北中学校が１１月の第２土曜日の午前中の時間を

３こま使って、島口に触れようというようなことで、地域人材を活用して、地域の

おじいちゃん、おばあちゃん方を学校に招いて、そこで島口川柳をしたり、島口か

るたを作ったり、そしてグラウンドゴルフを一緒に。できたら島口を使いながらで

もグラウンドゴルフをしたりとか、そういうふうな取組も各学校でも、できるとこ

ろからやってみようというふうな、そういう前向きなこともありますので、こうい

うのも含めて、先ほどの青少年大会とか、そういうのも含めて、できるところから、

みんなで何か工夫をしながらやっていこうというようなところが出てきていますの

で、私としても前向きに、ぜひ考えてみたいなと思っております。 

 以上でございます。 

○８番（大澹 皓一郎議員）   

 非常にいい話を聞きました。小さくてもいいですから、自分が属している団体で

そういう話をすればいいし、私たち平土野集落の老人会というのがありまして、そ

こに子供たちを年１回は招待して餅つきをしとったんです、最初。終わったら、今

度は中に入って餅を食べ終わったら、年寄りがいっぱいおりますので、話をするわ

けです。２人出て、「やあー、たーくゎーが」とか、「何年生がや」とかね、そう

いうのを島口で言っとる。簡単にできるわけですよ。そしてまた寸劇だって簡単に

できるわけです。２人集まって、老人会あたりでも、そういう話もずっとやっとっ

たんですけど、今全くそういうことができなくなりまして、子供は笑うばっかりで、

なかなか取りかかろうとしないもんで、ここ二、三年はやっていなかったんですけ

ど、やらんといかんなということで、反省をまたしているところでございます。 

 ぜひ、あらゆるところで方言のよさ、私だって、ちょっと難しい言葉もあります

が、ぜひみんなで、方言を子供たちに教えていけたらと思っていますが、やっぱり

教育委員会が率先して、社会教育課は特に率先してやってもらえばありがたいです

けど、いかがでしょうか。 

○中 秀樹社会教育課長   

 お答えいたします。 

 議員のおっしゃるとおり、方言、島口の普及啓発活動についても、各集落の老人

会、先ほど議員のほうからもありましたが、老人会、あります。で、各集落にも子

ども会があります。そういったので、各子ども会の活動の一環として、そういった
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島口講座、地域の住民との触れ合い等、また、地域の連帯感がそれで生まれたりし

ますので、いろいろな効果が出てくると思いますので、そういったものを研修会の

中で、こちらのほうから語りかけて、各育成会の方々、また社会教育課のほうで準

備をしながら、そういったことの交流事業の一環にもなりますので、そういったの

も検討していきたいと考えております。 

○８番（大澹 皓一郎議員）   

 ぜひ、あらゆる場所で子供たちと接するときに、もう寸劇でもいいわけですよ、

簡単に。２人、道ですれ違ったら、２人で島口で、「やぁー、きゅうがめーら」、

「やぁー、ういや、だーかちでんが」とか、そういう話を子供の前でしてみせれば、

非常に子供も笑ったり喜んだりしていますので、簡単にできることから始めましょ

うか。各団体がありますので、２人、社会課から行って、そういうふうな話をぜひ

してもらえば、島口のことも慣れていくんじゃないかと思います。ぜひ努力して、

子供たちに島口を教えていこうではありませんか。よろしくお願いします。 

 次に行きます。 

 次に、真瀬名１号線の鋪装はいつを予定しているかと。これ、前回も出してあり

ますけど、これですね、平成３年１月に要望書ということで出してあります。これ

は南西橋、広芸社の裏のほうの鋪装の件をお願いしております。真瀬名１号線とい

うことでですね。ここは、昔は人が通りよったけど、あんまり最近人が通らんで、

僕は毎回これを出しています、議会で。でも、この通りに中学生、女の子がおりま

す。そして小学生が２人ほど、登下校、この線を通ってやっております。 

 これ、この文書、要望書、このまま持ってきました。平成３年１月に出しており

ます。しかも、みんな名前を個人で書かせてあります。個人名でね、それで印鑑も

押してもらって、何とか整備してくれませんかと。この令和３年のときはもっと子

供たちが多くて、そこを通りよったんですよね。今、がさがさなって、後のところ

はコンクリを、へこんでいるところをコンクリを打っとる、余計歩きにくくなって

おります。そういったことで、私は毎回これを出していますが、非常に今、コンク

リはがさがさしたあれで滑る感じです。この間も歩いてきましたが。 

 また、この署名も自分たちで書かせてあります。１人の人が書いて印鑑を押した

んじゃなくて。 

 こういったのでやっていますが、毎回出して、何とかここの道路、中学生と小学

生がそこの道路を歩いております。何とかここ辺りを整備ができないかと考えてい

ますが、いかがでしょうか、課長。 

○宮山 浩建設課長   

 真瀬名１号線につきましては、私のほうも舗装の状態の悪いのは確認をしており
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ます。今言われるように生コンですとか、レミファルトというんですが、アスファ

ルトの補修する材料があるんですが、そういうのを駆使して補修しながら使ってい

ただいております。 

 抜本的に全面を舗装し直すのであれば、なるべく建設課としては補助事業がいい

のかなと思っておりますが、まだ、申し訳ないんですが、そこは路面性状調査が入

っておりませんので、その補助事業が使えません。ですので、できれば起債事業で

補修できればなと思います。起債計画を練り直して、その後に財政のほうと相談し

て起債事業でできれば、一番、財政面も助かるなと考えておりますので、その方向

で検討させていただきたいと思います。 

○議長（上岡 義茂議員）   

 しばらく休憩します。１１時１５分より再開します。 

休憩 午前１１時０２分 

─────────── 

再開 午前１１時１５分 

○議長（上岡 義茂議員）   

 休憩前に引き続き会議を開きます。 

 大澤議員。 

○８番（大澹 皓一郎議員）   

 先ほど年度が間違っておりましたので訂正をします。令和に直してもらえればあ

りがたいです。 

 もう１分で終わりますが、先ほどの舗装の件ですが、これ何度もこの議会に出し

とるし、この要望書のものも、名前を本人たちに書いてもらって要望しているわけ

でございますので、現在そこ、中学校の女の子と小学生が２人通っております。 

 ぜひ、けがのないような早急な配慮をお願いして、私の一般質問を終わります。

どうもありがとうございました。 

○議長（上岡 義茂議員）   

 以上で、大澤皓一郎議員の一般質問を終わります。 

 次に、議席番号４番、喜入伊佐男議員の一般質問を許します。 

○４番（喜入 伊佐男議員）   

 町民の皆様、こんにちは。喜入伊佐男です。 

 令和７年第２回天城町議会定例会の一般質問の許可が議長より下りましたので、

質問をしてまいります。 

 １項目、建設行政について。 

 １、兼久文園南小組合の生活排水路の工事計画はどのようになっているのか。 
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 ２、昆目小組合の道路拡張の計画はどのようになっているのか。 

 ２項目、あまぎ自然と伝統文化体験館について。 

 １、足腰に不自由がある人たちにも不安がなく歩けるように手すりをつけられな

いか。 

 以上、よろしくお願いします。 

○議長（上岡 義茂議員）   

 ただいまの質問に対し、答弁を求めます。森田町長。 

○森田 弘光町長   

 それでは、喜入議員のご質問にお答えいたします。 

 １項目め、建設行政について、その１、兼久文園南小組合の生活排水路の工事計

画はどのようになっているかということでございます。 

 お答えいたします。 

 現場は４名の方の名義からなる私道となっており、うち２名の方がお亡くなりに

なっております。その相続人等を調べて、その土地の寄附を依頼し、町道として登

記が完了次第に生活排水路の設置工事を行うという予定で現在おります。 

 建設行政について、その２、昆目小組合の道路拡張の計画はどのようになってい

るかということでございます。 

 お答えいたします。 

 この道路は三笠６号線となりますが、この三笠６号線の道路拡張工事につきまし

ては、その土地の相続権利者が複数名おり、その方々からの同意がまだもらえてい

ない状況にございます。 

 現在、その町内在住の権利者が相続登記を進めております。この相続登記が完了

した後に工事着手したいと考えております。 

 ２項目め、あまぎ自然と伝統文化体験館について、足腰の不自由がある方々にも

不安がなく歩けるように手すりをつけられないかということでございます。 

 お答えいたします。 

 現在、外部階段４ヶ所には、その手すりを設置する計画でございます。内部の観

覧席内の階段については、現在のところ手すりの設置の計画はございません。安全

確認には十分注意を払いながら、よいアイデアがあれば検討してまいりたいと考え

ております。 

 以上、喜入議員のご質問にお答えいたしました。 

○４番（喜入 伊佐男議員）   

 １項目め、建設行政について、兼久文園南小組合の生活排水路の工事計画はどの

ようになっているのか。 
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 町長の答弁の中では、４名の名義のうち２名が亡くなっていて、その残りの２名

の登記が必要ということに現在はなっているようです。 

 この事業計画になって、今約３年になります。取付排水路の県道からのほうは着

工して、今３年ぐらいになりますね。これも課長の尽力のおかげで工事完成してお

ります。 

 これの今、質問事項の中の地権者の奥のほう、この水路が完成して、取付道路に

つながって、当たり前の排水路となるわけですので、ここで、現在生存している

２名の方の登記、これがスムーズにいくと私は思っておりますけど、課長のほうで

はどういう思いでありますか。 

○宮山 浩建設課長   

 お答えいたします。 

 今、４筆ありまして、それぞれ登記名義人がおります。今、２名の方が亡くなっ

ておりまして、その相続関係を調べておりますので、その相続者の方々のご協力を

頂ければ、スムーズに町のほうに登記が移行できるものだと考えております。 

○４番（喜入 伊佐男議員）   

 ２名の生存している方の親族の登記がスムーズに移行されれば、もう工事着手で

きるという課長のお考えですよね。 

○宮山 浩建設課長   

 今、言われた４筆、４名の方から寄附を頂いて、町のほうに登記を移します。そ

の後、町道として、この道路を議会のほうに提案して、１００ｍぐらいですが認定

をします。その頃に、この生活排水の事業の申請を県を通じて国のほうにしまして、

事業のＯＫが国のほうから出れば着手できる。今、県道からその道までは、その事

業で側溝は入ったわけですので、その先ですので、また事業認可の申請が必要にな

りますので、その許可を待つということになります。 

○４番（喜入 伊佐男議員）   

 ということは、今年度中に４名の方の登記がスムーズに行われれば、来年度、令

和８年度以降に工事が測量に入るという計画の考えでよろしいですかね。 

○宮山 浩建設課長   

 今年度中に登記を移して、町道認定までしておけば、来年度の事業申請ができま

す。事業申請して、必ず予算がその年度につくかどうかはまた別として、もう事業

の申請はやっていきたいと思います。 

○４番（喜入 伊佐男議員）   

 一刻も早く、この生活排水路、これ、人間生きていく上で一番の基礎になる基こ

とですので、課長として、なるべく早く、一日も早くこの排水路を仕上げていただ
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きたい。これが私の思い、また地主の方々の思いであり、また会社の方たちの思い

でもありますので、一刻も早くこれを進めてもらいたいと思います。 

 これで私の１点目は終わります。 

 ２点目は昆目道路拡張計画はどのようになっているかということであります。 

 ここもまた同じように登記の弊害、スムーズにいっていない弊害が出ています。

これの解決策、スムーズにいく方法は、課長としてはどのように課内で進めていっ

ていただけるのか、そこをお聞きします。 

○宮山 浩建設課長   

 お答えいたします。 

 この三笠６号線は、去年、その前と予算づけをして、１筆測量から道路の平面、

縦断系、全て終わってはおります。その入り口のところの地権者の方に相続登記を

してもらって分筆をするんですが、その相続人の中で少し同意をもらえておりませ

ん。私どもがそこまで押しかけていって交渉しても、まだ納得されていないので、

なかなか解決は難しいんですが、今、島にいらっしゃるご家族の方が説得をしてい

るところでございまして、その方の同意さえ頂ければ、これもすぐ事業再開できる

ものと思っております。 

○４番（喜入 伊佐男議員）   

 ということは、今現在、本宅に住まわれている方の兄弟はたしか３名ぐらいいら

っしゃると思うんだけど、今住まわれている方は、彼女は多分長女と思うんだけど

ね、その兄弟の私と同級生の人もいるんだけど今生存している方の考えているとお

りにはなかなか進んでいっていないということになるわけですよね。これは親族間

の話ですので、ちょっと難しい面もあります。 

 だけど、そこの道を一日も早く拡幅できれば、救急時のときの道にものすごく役

立つ道と私は考えておりますので、そこの登記という問題に弊害が出ているという

ことは、私はスムーズにいくのではないかなという甘い考えでおりましたので、こ

うも長引くとは思っていませんでした。これも時間をかけて、来年、あと２年ぐら

いかけないと無理みたいな形となっている状況ですので、ここは課長のほう、もう

ひとつ最後の追い込みとして頑張っていただきたいと思うんだけど、どうでしょう

か。 

○宮山 浩建設課長   

 お答えいたします。 

 改めて、今いらっしゃる相続人の方に、もう一度、念押しで相談をして説得をし

ていただけるように、役場のほうも動いてみたいと思っております。 

○４番（喜入 伊佐男議員）   
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 はい、分かりました。これも、何か短いようで、長い道のりのようにも感じます。

道路というのが一番、地権者の、なかなかスムーズにいくところもある、いかない

ところも、これは世間のなりわいですので、これは致し方ないと思います。課長と

しては、なるべく早くやっていただきたい、これが私の思いであります。 

 ２点目は、これで終わります。 

 ２項目めの、あまぎ自然と伝統文化体験館について、足腰に不自由がある人たち

にも不安がなく歩けるように手すりをつけられないか。この考えに至った質問の中

に、私自身がちょっと自由を欠いていますのでこういう質問になりますけれども。 

 手すり、「転ばぬ先のつえ」という言葉もあります。前もって何か力になるもの

が目の前にあれば、これこそ人間として安心感があって生活ができる。こういう言

葉のはしりですので、たかが手すり、されど手すりということもあります。重く見

る人もいるけど、たかが手すりと軽く見る人もいらっしゃると思います。だけど、

手すりがあって、障害者、足腰の弱い人、これこそは天の手、神の手みたいな感じ

で重く受け止める方もいらっしゃいます。 

 町長の答弁の中では、観覧席のほうには手すりはつける予定はないという答弁を

もらいました。しかしながら、観覧席の手すりが、私の思いとして全体にまでつけ

る必要はないと思いますので、弱い方の人たちは、その手すりのほうに向かって歩

いて観覧しますので、観戦しますので、そこで東西南北、東側、西側、２ヶ所ぐら

いずつに手すりの数としては４ヶ所になるわけですね。こういう４ヶ所のところに

手すりをつけていただけないのかなという思いですので、課長としての計画、また

は、その手すりの予算に関しては、今の現況の工事の中には組み込めないと思いま

すので、新たに手すりとしての工事を組み込めることはできないのかとお聞きしま

す。 

○宮山 浩建設課長   

 お答えいたします。 

 今、観覧席のほうには１０ヶ所ほど階段がありまして、東、南、西のほうに向か

って１０ヶ所あります。そのうちの一番北側にある２ヶ所についてはサイドが柵が

ありますので、手すりは必要ないかと思っております。残り８ヶ所、手すりのない

観覧席の中の階段、階段の幅が１ｍちょっとしかありませんので、センターに手す

りをつけると非常に邪魔になりますので、今、建設課のほうで考えているのは、そ

のうちの４ヶ所ぐらいに階段のサイドに自立している感じの手すりを考えておりま

して、これも工事発注後の増減、変更契約の増減の範囲内で、今の予算内で可能な

数をと今考えております。 

 ４列ほどの階段には、今のところそういう自立式の手すりを考えておりますので、
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なるべく利用者が利用しやすいものを目指して設置したいと考えております。 

○４番（喜入 伊佐男議員）   

 今、現況の工事が来年の、工期は３月ぐらいまで、その間の中に、手すりですの

で、そう重い工事じゃないと思いますので、これは可能の範囲じゃないかなと私は

そう思っておりますので、課長の今の答弁の中では、でき得る限りはつけたいとい

う考えですので、これも一歩前進した感があります。 

 それと、車椅子の方が見に来られると思います。隣町の闘牛場では車椅子の場所

がないような感じを見受けられますので、その闘牛だけじゃなくても、いろんな芸

能大会とかされると思いますので、車椅子の方もそこで見られる、車椅子で見られ

る方の、何人ぐらいが見れるスペースを取っているか、ちょっとお聞きします。 

○宮山 浩建設課長   

 車椅子の方が見れるエリアは、北東側と北西側に入り口があるんですが、入って

すぐのところは平場があります。車椅子の方はそこで観覧できるようになっており

ますので、何名という人数は記載はないんですが、かなりの、３０名でも４０名で

も入れるぐらいのスペースは確保しておりますので、大丈夫だと思います。 

○４番（喜入 伊佐男議員）   

 いい多目的の舞台だと思っております。 

 車椅子、また障害のある方、それを手厚く見て設計をされている。ここは非常に

私としては喜ばしい。大いにそこを使っていただく、全島民の方に使っていただい

て、「ここはいい、最高の場所ですね」「風通しもよい、クーラーなしでも観覧で

きる最高の場所ですね」という声を観客の中から、多分私の思いではいい声が聞こ

えるものと思っておりますので、これもひとえに課長の、また、商工水産課長お二

人の努力のかいあってのたまものですので、これからも一層、よりよい天城町を構

築していけるように頑張ってもらいたいと思います。 

 これで、私の一般質問は終わらせていただきます。 

○議長（上岡 義茂議員）   

 以上で、喜入伊佐男議員の一般質問を終わります。 

 次に、議席番号９番、久田高志議員の一般質問を許します。 

○９番（久田 高志議員）   

 こんにちは。早速ですが、先般の通告に従い、一般質問をさせていただきます。 

 まず１項目め、集落運営について。 

 各集落、人口減少、物価高騰等による厳しい運営状況との声が聞こえるが、救済

策は検討できないか。 

 ２項目め、奨学金について。 
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 各種奨学金の運用状況はどのようになっているか。２点目、各事務処理、手続は

適宜適切に実施されているか。 

 ３項目め、町有地について。 

 瀬滝地区における町有地払下げ申請までの経緯及び今後の活用計画についてどの

ようになっているか。 

 ４、政治姿勢について。 

 防災センター未竣工（虚偽報告）による補助金、加算金返納に係る住民訴訟の判

決結果はどのようになったか、また、今後の対応はどのように考えているか。 

 以上、４項目５点について、１回目の質問をいたします。執行部の責任ある分か

りやすい答弁を求め、１回目の質問を終わります。 

○議長（上岡 義茂議員）   

 ただいまの質問に対し、答弁を求めます。森田町長。 

○森田 弘光町長   

 それでは、久田議員のご質問にお答えしてまいります。 

 １項目め、集落運営について。その１、各集落、人口減少、物価高騰等による厳

しい運営状況との声が聞こえる、救済策は検討できないかということでございます。 

 お答えいたします。 

 全国的に少子高齢化が進む中、また、近年の物価高騰により、集落運営において

も、地域活動を担う人材の確保、また、公民館などの維持管理に苦慮されているこ

とは認識をしております。 

 本町では、令和２年度と令和４年度に、新型コロナウイルスの影響により自治活

動費の捻出が困難な状況であること等から、全ての集落を対象に臨時の助成金を支

給したところでございます。 

 いま一度、各集落の運営状況等を確認しながら、その対応を検討できればと考え

ております。 

 ２項目めの奨学金については、教育長のほうからお答えいたします。 

 ３項目め、町有地について。その１、瀬滝地区における町有地払下げ申請までの

経緯及び今後の活用計画についてどのようになっているかということでございます。 

 お答えいたします。 

 瀬滝地区における町有地払下げ申請までの経緯につきましては、令和６年４月に

不動産業を営む企業から、リゾート開発を目的として町有地の払下げについての相

談を受けております。 

 その後、払下げ希望の土地について調査を行い、町有地であることを確認できた

ことから、令和６年９月に町有地払下申請書を受理し、令和６年９月末に実施され
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た第２回町有地払下げ貸付等審議委員会にて審議がされたところであります。 

 その後、令和６年１０月１７日に天城町議会全員協議会にて説明をいたしました

が、申請企業について、リゾート開発実施業者と違う企業から申請されていること

についてのご指摘を受けるなど、申請企業の変更のため、令和６年１１月にその申

請が取り下げられております。 

 現時点では、まだ町有地払下申請書は提出されておりませんが、その地域一帯の

活用計画については、今年の３月１８日と１９日に企業が来庁され、町有地を含む

当該土地一帯を整備し、リゾート計画をしていきたいとの説明を受けているところ

でございます。 

 ４項目め、政治姿勢について。その１、防災センター未竣工（虚偽報告）による

補助金、加算金返納に係る住民訴訟の判決結果はどのようになったか、また、今後

の対応はどのように考えているかということでございます。 

 お答えいたします。 

 天城町防災センター未竣工工事に関する住民訴訟は、去る６月４日に第２１回公

判が鹿児島地方裁判所で行われ、その判決が言い渡されました。 

 行政報告にてもご報告をさせていただきましたが、判決文は「主文１、被告はこ

れは天城町長のことでございますが補助参加人らに対し補助参加人とは当時の町長、

副町長、総務課長、建設課長及び施工業者のことでございますが連帯して２千

１４２万９千６８円及びこれに対する令和３年４月３０日から支払い済みまで、年

３分の割合による金員を支払うよう請求せよ」との判決でございました。 

 本町として、今後につきましては、この判決内容を精査するとともに、関係者と

協議の上、真摯に対応していくという考えでございます。 

 以上、久田議員のご質問にお答えいたしました。 

○議長（上岡 義茂議員）   

 次に、教育行政についての質問に対し、答弁を求めます。 

○院田 裕一教育長   

 それでは、久田議員の２項目めの奨学金についてのご質問にお答えしてまいりま

す。 

 その１、各種奨学金の運用状況はどのようになっているか。 

 お答えいたします。 

 天城町育英奨学資金の運用状況につきましては、令和７年３月３１日現在、基金

額３千７９３万円に対し、貸付額３千５４３万円です。また、基金残高は２５０万

円となっており、毎年、大学・専門学校等への進学は３人程度、高等学校への進学

は１人程度の実績となっております。 
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 夢と希望の上原勇一郎奨学資金の運用状況につきましては、基金額１億１千万円

に対して、貸付額は１億５７０万円でございます。また、基金残高は２千１５８万

円となっており、ここ数年は大学・専門学校等への進学が５人程度、島外高等学校

等への進学が３人程度の実績となっております。 

 その２、各種事務処理、手続は適宜適切に実施されているか。 

 お答えいたします。 

 奨学金の各種事務処理は、納付書や返還依頼文書等を送付、そして新規奨学生の

募集、決定、貸与があります。 

 また、返還の猶予申請や免除申請があった場合は、随時、適切に処理していると

ころでございますが、未納者への一部事務処理等につきましては不十分な点がござ

います。 

 今後は年間スケジュール管理をさらに明確にし、各種事務処理、手続を適切に実

施していきたいと思います。 

 以上でございます。 

○９番（久田 高志議員）   

 それでは、１回目の答弁をいただき、順次質問を続けていきたいと思います。 

 まずその１項目め、集落運営について。過去にコロナ時期に救済をしていただい

た経緯がございます。 

 しかしながら、昨今の状況はコロナとかというよりも戸数の減少、そしてやはり

維持費ですね。一番、集落運営でコスト的に全集落から支出されるものは電気代、

街灯の電気代ですね、それが非常に大きな金額になっているようでございます。そ

れを今、各集落、町民の皆さんで案分しながら、区費、小組合費という形で負担を

している状況でありますが、やはりそれでも足りなくなってきて、その区費やら小

組合費の値上げ、この物価高騰の時期に、そういったのの値上げもせざるを得ない

ような状況に来ているようでございます。恐らく限界ぎりぎりぐらいまでは頑張れ

るでしょうけれども、そろそろその限界点を超えそうな額もちょっと聞こえつつあ

ります。 

 こういったところに対して単発的な補助金も、それは必要によって各集落から要

望等が上がってくるでしょうけれども、恒久的な助成として、全国的にも街灯の維

持管理費用に対する助成が展開されてきております。近隣でいいますと、奄美市が

街灯の４分の１ですかね、年間予算の４分の１。市町村によっては２分の１の助成

とか、あとは１個当たり幾らと定額の助成をされているような自治体もあるようで

ございます。そろそろ、その辺しっかりと対応していただきたいという思いでござ

います。 
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 街を照らす責任は、やはり町側にも、ある程度は努力をしていただきたいと。住

民ばかりが負担をして街を明るくするのも、そろそろ限界点が来ているように思い

ますので、その辺を検討できないかという質問の趣旨でございますが、いかがでし

ょうか。 

○福 健吉郎総務課長   

 お答えいたします。 

 臨時交付金を活用して、過去２回、コロナ禍の中で集落助成を行ったところでご

ざいました。そういう中で、議員がおっしゃるように、各集落の人口、また世帯数

も減少傾向にございます。 

 今ちょっと調べましたら、まず、この世帯については人口動態の世帯ではなくて、

我々総務課が扱っている、それぞれ集落、小組合の中の戸数ということでちょっと

比較をさせていただいておりますが、令和元年度に全体の戸数としては２千

７１１戸ございました、令和元年度。これが令和７年度、２千５５３ということで

１５８戸減少してきております。 

 そういった意味では、議員がおっしゃるとおり人口も当然減少しているわけです

けれども、戸数のほうも減少してきていて、それぞれの集落の会費というんですか

ね、区費、こういったものが目減りをしているという状況にございます。そういう

中で、特に支出が大きいものが光熱水費、電気代ということでございました。 

 今現在、総務課のほうでも、特にその街灯のＬＥＤ化、主に集落のほうを取り組

んでいただいております。ちょっと正確な数字は持っておりませんが、全体で５割、

６割ぐらいがＬＥＤ化になっているかというふうに認識しております。そういう中

で、少しでも支出する財源、お金を、ＬＥＤ化によって抑えていけないかというこ

とで、今取り組んでいる状況でございます。 

 そういう中で恒久的な助成ということでございます。これにつきましては、今の

ところ、まだそういった考えはなかったんですけれども、今後、また集落のほうと

もしっかりと、内情というんですかね、そういったものをしっかりと協議させてい

ただきながら、どのような形の助成がいいのか、公民館によってはクーラーを設置

していたりする集落もございます。ですので、そういったところもしっかりと分け

る形で、助成制度を設けるんであれば、そういったことも検討していければという

ふうに思います。 

 まずは集落の区長さん方としっかりと話してみて、その内情をしっかりと把握し

たいと思っております。 

○９番（久田 高志議員）   

 課長、公民館とかのエアコン云々という議論ではなくて、街灯に関しては戸数が
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把握できるわけですよ、戸数が。ですので、今、蛍光灯からＬＥＤにして、安くな

るよという形で進めていました。で、もともと安かったもののＬＥＤの電気代が、

その電気代自体が上がってきているわけですので、もうそういった差額が、もとも

との状態とはかなり状況が違ってきているわけです。そして、戸数が減ったから街

灯の数を減らそうとか、新しくつけたくても、今予算的に厳しいからつけれないよ

とか、そういった集落も出てきております。 

 やはり、今この明るい時期にそういった準備を進めていかないと、冬場になって

くると、やはり日没も早くなってきます。子供たちの通学路とか、そういったもの

の維持、そして防犯対策にも、やはり街灯を減らすわけにはいかないんじゃないか

なと思っております。 

 ぜひ、その辺は、各集落から街灯の請求書が来ているはずなので、本数ぐらいは

すぐ把握できると思いますので、一応集計を取ってみて、どの程度だったらできる、

全くできない、そういった返事を出していただければありがたいと思いますが、い

かがでしょうか。 

○福 健吉郎総務課長   

 お答えいたします。 

 確かに防犯上考えますと、本当に必要な場所、つけたい場所とか、ちょっと躊躇

している集落もあるかもしれません。そういったこともしっかりと、設置するべき

場所には設置するとか、そういったことも一緒に話しながら、集落の区長ともしっ

かりと議論していきたいと思っております。 

○議長（上岡 義茂議員）   

 しばらく休憩します。午後１時より再開をします。 

休憩 午前１１時５８分 

─────────── 

再開 午後 １時００分 

○議長（上岡 義茂議員）   

 休憩前に引き続き会議を開きます。 

 久田議員。 

○９番（久田 高志議員）   

 それでは、１項目めの集落運営の件については、ぜひしっかりと検討していただ

きたいと要請をして、２項目めの１点目、奨学金の件に移っていきたいと思います。 

 これ、質問に入る前にですが、資料請求をいただきました。この中ですね、ちょ

っと気になることがございました。令和４年度分から返還金という文言の後に返還

金等というのがくっついているんですが、これは何か特別な意味があるんでしょう



－106－   

か。返還金と返還金等との違いがあれば教えていただきたいと思います。 

○和田 智磯教委総務課長   

 お答えいたします。 

 先般、資料請求で提出させた育英奨学金のほうになると思いますけれども。（「返

還金」と呼ぶ者多し） 

 大変失礼いたしました。返還金でございます。修正をよろしくお願いいたします。

申し訳ございませんでした。 

○９番（久田 高志議員）   

 分かりました。 

 まず、夢と希望の上原勇一郎奨学金のほうから質問を進めていきたいと思ってお

ります。本当にありがたい制度でございまして、平成２７年度から制定されており

ます。 

 ところが、令和４年、条例が改正されて、貸与条例の改正がされております。以

前、これ急激な貸付けを行って、予算が枯渇してきた状況のときに苦肉の策だった

んじゃないかなと思っておるんですが。 

 まず１点目が、高等学校の進学の場合、島外に限ると。以前はそういったことも

なかったと思うんですが、この文言だけを見ると、町が島外に進学することを勧め

ているような見方になるわけです。やはり地元に学校があるわけですので、この辺

は修正していただけないものでしょうかという思いがあります。 

○和田 智磯教委総務課長   

 お答えいたします。 

 現在の上原奨学資金のほうの条例では、島外に限ると、確かになってございます。

これを見ますと、ご指摘のとおり、島外を勧めているのではないかというように思

われると思います。この点につきましては定例教育委員会等に持ち帰って、しっか

りとそこの文言の使い方、島内も対象にするのか、ちょっと協議をさせていただき

たいと思います。 

○９番（久田 高志議員）   

 ぜひ検討いただきたいと思います。多子世帯の方じゃないと、そうそう使わない

と思うんですが、やはり年子で３名とかそろってくると、毎年毎年、制服からかば

ん等々準備するというのは、やっぱり相当な額になってこようかと思いますので、

多分そういう方ぐらいじゃないのかなと思います。ですので、ぜひその辺は検討し

ていただきたいと思っております。 

 あと、令和３年度までは、この奨学金を借りた方々、免除規定がありました。卒

業後、島内に戻ってきて３年経過した場合は免除申請して、教育委員会等で審議を
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諮れば免除になることもあるということで、実績として、令和４年１人、令和５年

１人、令和６年２人という資料を頂いております。 

 やはりこの辺も、単純に言ってもこんだけの子供たちに貸して、１人か２人なん

ですが、やはり大事なことだと思うんです。今、令和４年度だから、４、５、６の

奨学金を借りられた方々は、そういった免除規定からも外されるわけですよ。やは

りそういったことも、これはそもそも、この奨学金の貸し方に問題があったわけで

あって、ざっと計算をすると２千万の繰入れをして総額１億１千万となっておりま

す。単純に全員が４年制大学という計算をして、１００万円と計算した場合、８名

ぐらいであれば、コンスタントに今年度から回ると思うんですね。今、返還金が令

和６年度で７９０万になってきております。恐らく令和７年度、返還額がもう

８００万を超えてくると思うんですが、大体幾らぐらいの見込みになっているんで

しょうか。 

○和田 智磯教委総務課長   

 すいません。令和６年度までしか、ちょっと資料を今持っていなくて、ちょっと

すいませんです。 

○９番（久田 高志議員）   

 令和６年度で７９０万５千円という数字がありますので、その貸出額から計算し

てくると、今年度からもう８００万を超えて返ってくると思います。毎年、それ以

上になって。ですので、大体その８００万前後ぐらいを基準ベースにして持ってい

くと、単純に全員が大学であれば８名ないし、３年に一度、９名ぐらい組める年が

あったりですね。その中に高校生が何名かとなってくると、３名で１００万ぐらい

ですので、その辺を割り振りすれば上限３０万ですよ、高校は。そういう割り振り

をすれば、要は安定的な貸与人数ですね。この年は多い、この年は少ないじゃなく

て、恐らく正常化できそうなのが今年度ぐらいからなんですよ。今までやってきた

分が正常化できそうですので、その辺もしっかりと計画に入れて、安定した奨学金

にしていただきたいという思いでございます。 

 そういった中で、やはりその免除規定も設けてあげて、そうすると１人ないし

２人戻ってくれば、町の財源からまた引き当てていけば恒久的に回っていきますし、

やはりそういったことが一つでも島に帰ってくるきっかけになれば、つながればい

いのかなという思いもありますので、ぜひ、その辺も含めて検討いただきたいと思

いますが、いかがでしょうか。 

○院田 裕一教育長   

 大変貴重なご指摘ありがとうございます。 

 私が教育長になってからという令和４年度ぐらいから、上原勇一郎さんとも直接
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お会いしまして、やっぱり継続的な貸出しっていうか、島の後輩のために本当に長

いスパンで、ぜひ運用していただきたいというような思いが強く私たちも感じてお

りますので、今議員がおっしゃったように、この令和４年度からはそういうふうな

貸付けですけれども、それでもよろしいでしょうかということを丁寧な説明をしな

がら、今、貸出しをしているところでございます。 

 また、今、議員おっしゃったように、例えば今まで都会に住んでいて、そのとき

はずっと支払っていたんだけれども、島に帰ってきました、じゃあしばらく猶予し

てください。その後、もしかしたら、そのまま免除申請をしてこられる方もいるか

もしれません。そこのあたりもう少し様子を見て、一番大切なのは議員がおっしゃ

ったように継続的な運用ですので、今ようやく軌道に乗りかけているのかなと思っ

ていますので、もう少し様子を見ながら、また先ほどの定例教育委員会でもしっか

り吟味しながら、そういうところも含めて検討していきたいと思っております。 

○９番（久田 高志議員）   

 夢と希望の上原勇一郎氏の奨学資金については、そういったことでございます。

ぜひ、安定した貸付け、そしてまた帰って来やすくなるような一つの起爆剤になる

ように要請をしながら、もう一つ、育英奨学資金の方に移っていきたいと思います。 

 これ、年次的に運用して、非常にこの資料も計算しにくくて、睡眠不足になるぐ

らい計算をして、ようやく数字も整ったところなんですが、最終的に確認をすると、

今年度の基金残高２５０万４千５円という残高になっております。この金額で今年

度、奨学金制度として機能するとお考えでしょうか。 

○和田 智磯教委総務課長   

 お答えいたします。 

 現残高が２５０万４千５円、この額では育英奨学金は回せていけないと感じてお

ります。 

○９番（久田 高志議員）   

 ですね。条例の中で上限５千万となっておりますので、やはり早急なタイミング

で補正なりを組んでいただいてその繰入れをして、支障の出ないような。これも結

局、金額的に５千万という上限が条例でうたわれていますので、安定的なその人数

は計算すれば出てきますので、大体何名程度、高校・大学進学で何名程度が貸与可

能かどうか、その辺もしっかりと精査して安定的な数字に持っていっていただきた

いというのが一つと。 

 これ、基金自体がすごい数字的にいびつな数字になっているんですよね。通常で

あれば、基金残高、上原氏の分は当時、利息とかそういうもので出てきている部分

があると思います。もちろん、この基金もそういったもので端数が出ていると思う
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んですが、どっかで、その繰入れをするときに、その端数もちょっと見栄えよく整

えていただいたほうが、恐らく今後の事務的な計算的なものもしやすく見やすくな

ると思いますので、それもぜひ検討いただきたいと思いますが、いかがでしょうか。 

○和田 智磯教委総務課長   

 お答えいたします。 

 この端数のところが、基金利息のほうの細かい数字が入ってきておりますので、

ご指摘のありましたものをしっかりと見栄えがよくするというか、しっかりと切れ

るような形でやっていきたいと思います。それにはまた条例改正等も必要になりま

すので、しっかりそこもしていきたいと考えております。 

○９番（久田 高志議員）   

 条例改正は要らないと思います。その繰り入れる額を整えれば、結局基金総額が

３千７９３万４千５円という、そこを、例えば３０７万５千９９５円を繰り入れす

れば４千万ぐらいのきれいな数字になりますよというだけのことですので、繰り入

れるときにその金額を調整すれば大丈夫だと思いますので、ぜひその辺は、この両

奨学金がしっかりと継続的に運用できるように整えていただきたいと思います。 

 あともう一点、その２項目め、奨学金の各種事務処理、事務手続は適切に実施さ

れているかということでございます。 

 １回目の答弁で未納者への一部事務処理に云々という答弁ございましたが、課長、

これはもちろんご存じだと思いますが、何度も町長室でお話をしたり、副町長室で

お話をしたり、いろいろと指摘をしたり協議をした経緯がございます。その後も委

員会でお尋ねしてもやっぱり改善しているように思えませんでしたので、あえて、

この議場の場まで持ち出してきた次第でございます。 

 まず、この滞納の前に過去ですよ、過去、この奨学金の納付書が送られていない

時期があったのは、教育長ご存じでしょうか。 

○院田 裕一教育長   

 私も話は伺っていますけど、具体的にいつ頃かというのは今明確にしていません

けど、そういうふうな時期があったというところは、大変ご迷惑かけているという

ことは聞いております。 

○和田 智磯教委総務課長   

 お答えいたします。 

 納付書が送られていなかったという件ですけれども、令和５年度の納付書が、本

来であれば早く送られるべきものが１２月に送られているケースがございました。 

○９番（久田 高志議員）   

 要は、その間に住民の方からもあったんですよ。もちろん私も直接そういった目
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に遭っていますので、完納証明を回っていくと、教育委員会に滞納があると言われ

ると。何でだろうかと。そうしたら、問合せをしたら、役場にも相談したと。今年

来ていないけど、どうしたらいいのと。そしたら、それでも届かなかったという話

を幾つか聞いております。やはり、社会に出てすぐ、少ない給料の中で、どうにか

して返済をしていく子供たちが、たまると返済がしにくくなるわけですよ。恐らく

その遅れた分は増額になるのか、後ろに引っ張っていくのか、でも後ろに引っ張る

と次の代の子に迷惑かかるわけですよ。そういったことがあったのも事実です。 

 その後、今度はまた内訳書みたいなのを送ったら、そこにも、あの当時７件ぐら

いでしたかね、そういったミスがありました。そういったことを含めて、課長と協

議をした経緯がございます。 

 課長に相談したのは、もう担当ばかりに任せるんじゃなく、課長のほうでも、毎

月しっかりと通帳をチェックしてくださいと。滞納を作ったのは、多分、教育委員

会側の事務ミスだと僕は思っているんですよ。そういったことがなければ、そうい

ったことは起きなかったと思っているんですが、実際に今滞納と言われる額は、両

奨学金、幾らほどずつになっているんでしょうか。 

○和田 智磯教委総務課長   

 大変失礼いたしました。末時点で、令和６年度の末の時点なんですけれども、町

育英奨学金の滞納が３７２万８千円、上原奨学金が２１９万円となっております。 

○９番（久田 高志議員）   

 そういうことでございます。町長、こういった金額を聞いて、内容を聞いて、い

かがお考えでしょうか。上原氏の奨学金であれば２１９万、しっかりと返済がして

いれば、もっと早く、１人２人に奨学金の融資ができたと思っております。この育

英奨学資金にしても、少し頑張れば、あと１年ぐらいは繰入れをせずに回せるよう

な金額だと思えるんですが、こういったことを踏まえてどうお考えでしょう。 

 これ、どこかでやはりある程度は何らかの対処を考えないと、どうにかちゃんと

してくれるものだろうと思って直接お話をさせていただいているわけですが。課長、

この間の委員会でも通帳のチェック等もまだされていない。これはほかの課も使用

料とか利用料のある課、全課、やっぱり月１回ぐらい、課長がしっかりと確認をす

る。そして、こういった返済の遅れが生じたら、すぐに、その月に入金がなければ、

子供たちですので、やっぱり忘れている可能性もあります。元気ですかと、頑張っ

ていますかと声をかけながら、今月分がまだ入っていないよという声かけをしてい

きながら、困っているときには、来月だったら一緒に払えるとか、そういった相談

もできるはずですので、そういったことにもしっかり取り組んでいただきたい。 

 そして、やはり保証人がいるわけです、連帯保証人が。ほとんどが親御さんか親
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戚の方々ですよ。そこにも早め早めにしないと、結局ぶん投げてたまってから、一

気に払えと言われても、その保証人の方だって大変な思いをするわけです。そうい

ったところをしっかり対処していただきたいというところは要請です。この件に関

して町長の見解を伺いたいと思います。 

○祷 清次郎副町長   

 この奨学金については、貴重な原資であるとか上原氏の浄財について、しっかり

と私たちも運用していかなければならないと、この本会議の中でも再三ご指摘を受

けたり、お約束をしてきたところであります。先ほど指摘のあった件についても、

議員のほうから私のほうにも報告がありました。そういったことで、関係課の教育

委員会のほうにも強く指導をした経緯がございます。 

 このように、先ほど３７０万余りと２１９万ということで滞納の報告がありまし

たが、これはしっかりと運用がなされていると、やはり次に夢をつなぐ一歩につな

がるわけですので、その辺については、またしっかりと指導もし、いきたいと思い

ます。 

 また、先ほど各課の通帳のお話が出ましたが、これについては、各課の通帳、現

在は会計課のほうで管理をし、毎月１回、各課長は残高確認のみならず中身につい

ても精査するようになっておりますので、そこは改めてしっかりと各課で対応して

いくようにしたいと考えております。 

○９番（久田 高志議員）   

 ぜひ、そういったことでしっかりと対処していただきたいということを要請して

おきます。 

 本当に、皆さんは金がないで済む話かも分からないですけど、やはりその当事者

にしてみたら、その年度年度で、期待をしたりしている方もいらっしゃるわけです。

やはりそういった方々、今、人数制限も出てきていますので、資金繰りで途中で学

校辞めて帰ってきたりしている子供たちもいるのも現実です。そういった子たちを

少しでも救済できるように、今後はしっかりと努めていただきたいと要請いたしま

す。 

 それでは、次の町有地の件ですね。１回目、答弁をいただきました。令和６年

４月頃に役場のほうにお話があったという１回目の答弁をいただきました。そして、

もろもろ経過説明をいただいておりますけれども、もう率直に、総務課長、委員会

でお尋ねしたことを、もう一度私は確認をしてみたいと思っております。 

 このお話の、いつ頃か分かりませんが、ガジュマルの木のあるあそこの下でバー

ベキューを、この関係者含めてされたと思います。そこには３名の方が参加された

ように聞いておりますが、役場側から。お心当たりある方はいらっしゃいますか。 
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○祷 清次郎副町長   

 今のご質問の件については、令和５年８月のことだと思います。３名ということ

で、当時、総務課長である私、企画財政課長、商工水産観光課長、３名、現場には

行きました。 

○９番（久田 高志議員）   

 このときの飲食代というのは、どうされたんでしょうか。 

○祷 清次郎副町長   

 当時、このようなリゾート計画であるとか、そういったお話が島内の企業からあ

りまして、町行政のほうにも会っていただきたいという依頼がありました。そうい

ったことがありまして、先ほど会費というか飲食代という件でありましたが、もち

ろん私のほうからもそういったことはお尋ねしました。ありませんということでし

たので、そういうわけにはいきませんので、焼酎の箱入りを差し入れというか、そ

ういったことでお持ちをして、また、これについては企業誘致に関わると考えたの

が１点、そういった企業が町内に進出することによって、地元雇用の創出であると

か地元の農産物の活用、また固定資産税や税収の問題とか、もう一つは観光振興で

あるとか地域振興の、この２点から、関係課長と共に現地でお会いをしました。 

○９番（久田 高志議員）   

 飲食代はお支払いしていないという認識でございます。やはり立場が立場ですの

で、その辺はしっかりと、そういう誤解を招かないような対応をしていただきたい

と。 

 といいますのは、この後ですよ、総務課長。測量費２００万ちょっと、今年度当

初で予算を組みました。そのときの委員会での説明にもすごい違和感を感じたんで

すが、記憶にございますでしょうか。 

○福 健吉郎総務課長   

 お答えいたします。 

 測量費、正確には３２０万の計上なんですけれども、この分については瀬滝の当

該地区及びほかの町有地の測量をしていきたいということで計上していますとお答

えしたかと思います。 

○９番（久田 高志議員）   

 実際には、この当該の土地だけでしたよね。 

○福 健吉郎総務課長   

 お答えいたします。 

 その予算計上したときの経費が３００万という認識はございました。これまでの

いろんな議会の場で、町有地管理の場面で、これから先は、まだ地籍が整っていな
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い土地については測量も入れて明確にしていきたいという答弁も私していましたの

で、そういう中で、若干ではあるんですけれども、そういったほかの土地もという

ことも一応念頭にはあったところです。 

○９番（久田 高志議員）   

 その辺は議事録確認すればすぐ分かりますので、実はそこだけだというお答えを

出されております。ですので、そういった言い方をすると、接待を受けて、この測

量費を捻出したようにしか取れないわけですよ。ですので、そういったところをし

っかり誤解を招かないようにしてくださいよということを、手遅れですが、申し上

げておきます。 

 そして、これは当該企業側が説明に来られました。これ当初は、はっきり申し上

げますが、ペーパーカンパニーが払下げの申請を持ってきましたね、どっかのマン

ションに会社を登記してある。で、その人が仲買するのかということで払い下げが

申請が取下げとなりました。 

 そして、その後、企業側が説明に来られたときに、いろいろ事業計画をお尋ねし

ていきました。そしたら、そのときにペーパーカンパニーのこともお尋ねしたんで

すが、一切返事はありませんでした。 

 そして、もう一つ気になる点が、その事業計画の中に、その土地を貸付けしたら

いかんのかと。要は、町がしっかりと目的外利用されたときにも管理できるような

体制を持っておくべきじゃないかということを申し上げたら、その企業側も転売を

するんだと。払下げをして、リゾート地として、それぞれの所有者に転売をしてい

きたいんだと。そして、その利用していない時期に、そこを管理運営したいという

ようなお話でございました。少なくとも、ペーパーカンパニーの条件が一緒なわけ

ですよ。 

 であれば、そこに協力をして、もし実際に買う方が把握されたときに、その方に

払下げをしていくのが普通の筋じゃないんですか。ゆかりもない土地をどこの誰か

に、要は転売しようとしている方にするよりかは、やはり貸付けを、企業誘致の意

味であれば無償で上等だと思いますよ。そういったことを検討できないかというこ

となんですが、いかがでしょうか。 

○祷 清次郎副町長   

 今、転売というお話が出ましたが、やはり企業誘致や町の地域振興を考えると、

町民の財産である町有地を払下げをする場合には、慎重になるべきというのは私も

認識をしております。そういった中で、もちろん払下審議委員会という会議もござ

います。町議会もございます。そういった中でご理解をいただいた上で実行するべ

きだと感じておりますし、また、実行する上でも、当初の目的以外にそういうこと
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がなされる場合には買戻し条項であるとか、そういった厳しい条項も盛り込みなが

らやっていくべきではないかと感じております。 

○９番（久田 高志議員）   

 その企業誘致に対して、決して反対するつもりではないんです。ただ、過去のい

きさつがいろいろあって、ダムのときもそうですよ。何ていうんですかね、悪い言

い方、表現をするとブローカーが介入してきて、都会の、どこのどちらさんか知ら

ない方々が山林だという名目でどんどん買占めをして、いまだにその所在者がよく

分からないとかいう土地があるんですよ。そういったことにもなりかねんちゅうこ

となんですよ。そういった時に土地の登記を移してから権利がなんだかんだ言える

かったら、言えないんですよ。ですので、貸付けをしたり、そういったしっかりと

した目的が確定してから払下げをするとかですね、そういったことにつないでいっ

ていただきたいと。 

 私はこれ、何ら、要は土地の権利付きで売買する分には、借地権付きで売買する

には何ら問題ないと思いますが、何か不都合があるんでしょうか。どなたかがやっ

ぱり利益を得ようとしてるんでしょうかね。私にはそうしか思えないんですが、い

かがでしょうか。 

○福 健吉郎総務課長   

 お答えいたします。 

 今、そのリゾート計画の当該用地の全体なんですけれども、今測量中であります、

町有地についてはただいま測量中でございますが、おおよそ１万ｍ２、約１haござ

います。あと周辺の土地についても、既にその会社が購入しておりまして、面積が

４万９千ｍ２、約５haという形になっております。その中で、全体が大体６haぐら

いの用地・敷地なんですけれども、その中で今１haの町有地の払下げがこれからも

行われていくのかなというふうに思っておりますが、そういう中で、先ほど来、貸

付けできないかという話もございます。これについては、先方とうちの担当が、一

度こういう話もしたことはあったかと思いますが、また改めて、そういった無償貸

付けなるもの、そういったものができないかっていうのはしっかりと話合いをして

みたいと思っております。 

 また、どうしてもできなければ、その買戻し条項というところも、盛り込んでい

く形で、先方が今後出てくる可能性あるんですけれども、出てきたら、そういった

こともしっかりと話をしていきたいというふうに考えております。 

○９番（久田 高志議員）   

 ぜひ、もし利益を得るんであれば、町が利益を得れるような体制。今の面積で、

さらに不信感が湧いてきました。普通のリゾート予定地で６万ｍ２、６町歩ですよ。
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なんか違う目的があるんじゃないですかね。まあその辺は定かじゃないですけど、

しっかりと町民の財産だということを認識して、いろいろな協議を進めていただき

たいと要請いたします。 

 それでは、４項目めの政治姿勢についてということで、防災センターの判決が

６月４日に言渡しをされました。町長、さらっと行政報告でしていただいたんです

けれども、あの流れでいくとどなたかが参加したようなイメージがあるんですが、

実際原告のみ参加で、被告側は誰一人参加しておりません、欠席していますので、

その辺はご理解いただきたいと思います。 

 裁判結果といたしまして、加算金につきましては、町長を含む全員の不法行為、

連帯責任が一審では認められている状態でございます。そして、答弁のように加算

金の分ですかね、総額２千１４２万９千６８円の請求せよという命令が出されまし

た。それに年３歩、今、本日現在ぐらいまでしたら２４０～２５０万ぐらい、の利

息をつけて支払うよう命ぜよということでございました。私もずっと裁判を傍聴し

ておりましたので、内容についても熟知しているつもりでございますが、基本的に

は町や補助参加人がされていた主張はほぼ認められなかったという状況でございま

す。 

 これは私の勝手な解釈なんで、原告の方がどう考えるかは分かりませんが、私は

この元金分に関しても、町長が減額をしたり、いろいろなそういったもので約半分

ぐらいは元本分も回収できているんじゃないかと、これは私が勝手に思っているこ

とでございます。 

 今後、町長は協議をしてという文言がありましたけど、まずこの一審判決のまま

でいきますと、基本的には、町長としてしなければいけなかった仕事をしなかった

という私の理解なんですよ。私はずっと申し上げておりました。そういったものを

ちゃんと請求してくださいと。横領も何もなかったから、その必要はないとか、町

長はずっと答弁されておりました。それが間違いだという判決なわけですよ。しっ

かりと請求しなさいと。これは町長、立場的には町長の立場があり、また一方では

補助参加人の森田弘光氏という個人の立場があると思います。この金額に関しては、

町としてはどうなんでしょうかね、喜ぶべき判決だと思うんですが、町にプラスに

なる、利益になる、それだけが町に返ってくる。これについてどうお考えでしょうか。 

○森田 弘光町長   

 お答えいたします。 

 今、久田議員から議員自身の個人の思いとか、いろんなお話がございました。そ

こについて、今私のほうから、それに一々のコメントをするということについては、

冒頭申し上げましたように、まだまだその判決文の内容、そういったものを読み込



－116－   

むということを、また弁護士等をはじめとして調整というか打合せをまだ十分して

おりませんので、それをした結果について、また最終的な判断をしていきたいとい

うふうに私は今考えているところであります。 

○９番（久田 高志議員）   

 どういった立場で協議をするかというところで、町長としてと個人としてと、

２つのタイプがあろうかと思います。控訴するしないというのはもちろん裁判の権

利自由ですので一向に問題ないと思っております。 

 ところが、町長、僕が気になるのは、今度そこに関わる弁護士費用、裁判費用、

そういったものの件なんですが、要は、例えば私が置き換えると、町長の立場であ

れば、控訴するのであれば、不法行為や連帯責任に異議があるという形で控訴する

のは至極当たり前のことだと思います。 

 ところが、金銭に関しては、支払うべき補助参加人の方々がもうちょっと少なく

するべきじゃないかとか、そういった減額に対して控訴するべきだと思うんです。

町としては入ってくるお金はありがたいわけですので。ところが、この費用という

もの、ですので、弁護士費用、裁判費用に関しても、もちろん補助参加人の分は各

自それぞれ負担ですよ。町が控訴する場合には、その２分の１ぐらいはその補助参

加人で負担をしていただきたいと。 

 町長ですよ、何度も言いますけれど、町長がしなかったから住民の方々は私費を

使って訴訟を起こしたわけです。まず、その住民代表の方々に町長は、私は謝罪が

先じゃないかなと。控訴云々の前にですね。足りなかった点は真摯に対応するとい

うことであれば、真摯に謝罪をするべきだと考えておりますが、いかがでしょうか。 

○森田 弘光町長   

 お答えしていますように、最終的には真摯に対応するということについては、こ

れまで一貫して述べてきたとおりでございます。その中で、今回の判決について、

やはり町長としてどのような考え方を持って最終的な判断するかということについ

ては、判決内容、また弁護士との調整、協議、そういったものをして最終的な態度、

今回の判決に対する最終的な姿勢といいますか、そういったものを示したいという

ふうに考えているところであります。 

 また、そういった最終的ないろんな形で決着といいますか、そういったときには、

町民の皆様方はじめ、また関係する皆様方にはいろんな形で説明する、そういった

姿勢については変わらないといいますか、そういった考え方で今現在おります。 

○９番（久田 高志議員）   

 この件に関しては報道各社、原告の方にも弁護士事務所にも、私のところにも連

絡が来ております。説明してほしいと、分かりにくいと、誰が誰と何の裁判をどう
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しているのだと、よく分からんということも受けておりますので、そういった機会

もどこかで設けようかとは思っております。 

 あとこれも同じような答弁になろうかと思いますが、町長ですよ、議会答弁とか

ですね、その特別委員会の中での発言とかですね、特別委員会７名の議員で調査、

事務検査、特別委員会を実施しておりますので、その中で発言された当時の課長や

当時の職員、内容がかなりでたらめなんですよ、内容が。その主文の内容をちゃん

と読んでいくと、この訴外の職員がかなり深く関与していることも確認が取れるわ

けですよ。そういったことも含めて、最終的な判決が出たときにはしっかりとした

対処、町長、これ最高裁までいいですよ。そのときには説明じゃないんですよ、町

長。そういうことが確定した場合には、もう職員に示しもつきませんので、それ相

応の覚悟を持って真摯に対応していただきたいと。 

 そして、この特別委員会の中で発せられた言葉、この議場の中にもみんな覚えて

いる方がいらっしゃいますよ。この件に関して補助金の返納はないとか、担当職員

も適当なことを言って蓋を開けた結果、こういう結末なんです。それを議会が調査

したからとか、いろいろな方、あなたに一番近い周りの方々ですよ、そう言ってき

ますよ。でも、選挙に勝てば何をしていいわけでもなく、司法というものはしっか

りと白黒つけていただけますので、全然、控訴は原告団は多分受けて立つと思って

おりますので、ぜひそういったことに対しても、それなりの覚悟を持って対応して

いただくことをお約束していただけないでしょうか。 

○森田 弘光町長   

 繰り返しになりますけれども、しっかりと真摯に対応してまいりたいと考えてお

ります。 

○９番（久田 高志議員）   

 いろいろと苦言も申し上げました。しかし、やはりもうここまで来た以上は、お

互い、ちゃんと白黒決着つくまでしないといけないことだと思っていますので、ぜ

ひ今後も、またいろんな動きがあったときには、質問も、また苦言も申し上げると

思いますが、その辺はしっかりと受け止めていただきたいということを要請して、

私の一般質問を終わります。お疲れさまでした。 

○議長（上岡 義茂議員）   

 以上で、久田高志議員の一般質問を終わります。 

 本日の日程は全て終了しました。 

 明日は午前１０時から開会いたします。 

 本日はこれで散会します。 

散会 午後 １時４９分 


